






 

 
兼担・准教授  峰野 博史 （MINENO Hiroshi） 
情報科学専攻 （主担当：情報学部 情報科学科及び 

大学院総合科学技術研究科情報学専攻 情報学コース） 
（副担当：グリーン科学技術研究所） 

専門分野： ロバスト無線センサネットワーク、知的 IoTシステム、 
モバイルデータオフローディング 

e-mail address: mineno@inf.shizuoka.ac.jp 
homepage: http://www.minelab.jp 
 

【 研究室組織 】  

教    員：峰野 博史 

博士課程：小野 悟（D3、社会人）、遊佐 直樹（D3、社会人）、赤井 和幸（D3、社会人）、山下

昭裕（D3、社会人）、石渡 要介（D2、社会人）、古都 哲生（D2、社会人）、尾崎 友哉

（D2、社会人）、チンチュ・ヴィスワン（D2）、市川 裕介（D2、社会人） 

修士課程： M2（３名）、M1（５名） 

【 研究目標 】 

 多種多様なモノの自然な連携（IoT: Internet of Things）や、仮想世界と物理世界の自然な調

和（CPS: Cyber Physical System）を実現する通信技術や情報処理技術の創製、開発を基盤とし

たテーマを研究した。特に、有線/無線通信を駆使して世の中のいたるところに無線センサ/アク

チュエータノードを設置し、情報の発見だけでなく、高信頼な知的無線制御の実現を目指す『ヘ

テロジニアスネットワークコンバージェンスグループ』と、多種多様な複雑な要素からなる現象

のデータから知的情報処理を用いて状況・状態推定や将来予測を行う『知的 IoT システムグルー

プ』の 2 グループによって、次に来るべき新時代のスマート情報化社会を発展、支えるようなラ

イフイノベーションを目指し研究開発を進めた。以下に代表的な 2 テーマの研究成果について概

要を記す。 

【 主な研究成果 】 

（１）多様な環境に自律順応できる水分ストレス高精度予測基盤技術の研究 

施設園芸環境において果実糖度を上げる栽培技術の一つである水分ストレスに焦点を絞り、

深層学習と機械学習を相補的に組合わせることで、草姿画像と環境データから萎れ度合いを定

量的に抽出し高精度に記録できる仕組みを世界に先駆け研究開発した。経年変化する気象デー

タのような経時データに対し、計算量削減と高精度予測を両立した回帰向け機械学習アルゴリ

ズム SW-SVR や最新研究成果を活用し、経時遺伝子発現や果実糖度との経時関係モデル化を県

農林技研や農学部、JSTさきがけメンバとも連携しながら情報科学的アプローチで挑む。 

（２）深層強化学習を用いたモバイルデータ 3Dオフローディングと高精細エミュレーション技術 

遅延耐性のあるモバイルデータを対象とし、通信路・空間・時間の三次元でオフローディン

グを実現する MDOP（Mobile Data Offloading Protocol）の詳細評価を行い、インフラ増強不

要で効果的にピークシフトや負荷平滑化可能なことを示した。更なる時空間利用効率最大化の

ため深層強化学習の適用に挑む。また、端末エミュレーションとネットワークシミュレーショ

ンを連携可能な高精細エミュレーション環境の研究開発に世界で先駆けて成功し、Android エ

ミュレート端末を用いた高精細な広域ネットワークシミュレーションも可能となった。 

【 今後の展開 】 

 以上の研究活動を通じて、従来の問題がどこにあり現在どういう状況なのか、それらをいかに

打破していくか、社会でどのように役立てていくかを提案し、学生自ら実体験する形で指導して

いる。また、研究室における様々なイベント、企業との共同研究打合せを通して、自主性を持ち、

かつ周りの人を巻き込みながら、新しい分野を切り開いていくことができる人材の育成を意識し

ている。 

ヘテロジニアスネットワークコンバージェンス 

 

インフォマティクス部門  兼担 
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ヘテロジニアスネットワークコンバージェンス 

 

インフォマティクス部門  兼担 
【 学術論文・著書 】 

1) T. Kawai, S. Kaneda, M. Takai, H. Mineno, “A Virtual WLAN Device Model for High Fidelity Wireless 
Network Emulation,” ACM TTOMACS, (Accepted on 21.Mar.2017) (2015IF:0.556, Q3). 

2) A. Yamashita, H. Mineno, T. Mizuno, “Distributed Remote Input/Output Control Method in Real Time 
Processing for CNC,” International Journal of Informatics Society,vol.8, pp.67-79, Oct.2016. 

3) Y. Kaneda, H. Mineno, “Sliding window-based support vector regression for predicting 
micrometeorological data,” ESWA, 59, pp.217-225; 15 October 2016 (2015IF:2.981, Q1). 

4) H. Ibayashi, Y. Kaneda, J. Imahara, N. Oishi, M. Kuroda, H. Mineno, “A Reliable Wireless Control 
System for Tomato Hydroponics,” MDPI Sensors, 16(5), 644; 5 May 2016 (2015IF:2.033, Q2). 

5) 若森和昌, 丸島晃明, 峰野博史, “マルチストリーミングセンサデータ向けリアルタイム空間補
間可視化システム,” 情処論 (CDS) (27.Feb.2017採択). 

6) 柴田瞬, 峰野博史, “Optical Flow を用いた複雑背景画像における草姿の変化検出,” 情処論 
(CDS) (21.Feb.2017採択). 

7) 西岡,町田,荒井,大岸,峰野, “モバイルデータトラフィックの時間的局所性を解消するモバイル
データオフローディングプロトコルの提案,” 情処論,58(1), pp.13-23, Jan.2017. 

8) 永田正樹, 阿部祐輔, 金原一聖, 福井美彩都, 峰野博史, “アクセス予測に基づいた広域冗長型
安否システムの提案と基礎評価,”情処論 (CDS), 6(1), pp.94-105, May.2016. 

9) 兼田千雅, 井林宏文, 鈴木雄也, 黒田正博, 大石直記, 峰野博史, “SW-SVRを用いた施設園芸環
境向け知的制御システムの評価,” 情処論 (CDS), 6(1), pp.22-32, May.2016. 
 

【 特許等 】 

1) 特願 2016-166073,“萎れ具合予測システム及び萎れ具合予測方法”（2017.8.26） 

 

【 国際会議発表件数 】 

・計６件 

 

【 国内学会発表件数 】 

・計１３件 

 

【 招待講演件数 】 

・計５件 

 

【 新聞報道等 】 

1) 総務省 戦略的情報通信研究開発推進事業（SCOPE），研究開発事例, pp.8,（2016.10） 

 

【 受賞・表彰 】 

1) 若森和昌（B4）：情報処理学会第 79回全国大会 学生奨励賞（2017.3） 

2) 望月大輔（B4）：情報処理学会第 79回全国大会 学生奨励賞（2017.3） 

3) 兼田千雅（M2）：研究科長表彰（2017.3） 

4) 若森和昌（B4）：浜松工業会奨励賞（2017.3） 

5) 丸島晃明（M2）：情報処理学会 CDS研究会 学生奨励賞（2017.1） 

6) 兼田千雅（M2）：平成 28年度グリーン科学技術研究所シンポジウム学生奨励特別賞（2017.1） 

7) 峰野博史：IEEE GCCE2016 Excellent 5 Years TPC Service award（2016.10） 

8) 永田正樹（D3）：情報処理学会 IOT研究会 学生奨励賞（2016.9） 

9) 柴田瞬（M1）：DICOMO2016 優秀論文賞（2016.8） 

10) 柴田瞬（M1）：情報処理学会第 78回全国大会 大会優秀賞（2016.7） 

11) 峰野博史：DICOMO2016 ベストカンバーサント賞（2016.7） 

12) 山田侑太郎（M1）：DICOMO2016 野口賞（第 1位）（2016.7） 

13) 橘拓馬（M1）：DICOMO2016 ヤングリサーチャー賞（2016.7） 

14) 河合孔明（2016年度卒業生）：情報処理学会東海支部学生論文奨励賞（2016.5） 
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兼担・准教授  宮崎 佳典 （MIYAZAKI Yoshinori） 

情報科学専攻 （主担当：情報学部 情報科学科及び 

大学院総合科学技術研究科情報学専攻 情報学コース） 

専門分野：e-Learning、教育関連ソフト開発、数値シミュレーション 
e-mail address: yoshi@inf.shizuoka.ac.jp 
homepage: http://mya-lab1.cs.inf.shizuoka.ac.jp/~yoshi/index1.htm 
 

【 研究室組織 】 

教    員：宮崎 佳典 

修士課程：M2（１名）、M1（３名） 

 

【 研究目標 】 

  当研究室では、e-Learning上における学習過程や、自然現象で発生するような大量の数値デー

タを処理することで、意味のある情報に昇華させ、応用につなげる研究を行っています。大別す

ると、数学教育に関連したアプリケーション開発、英語教育に関連したアプリケーション開発、

数値解析（行列固有値論）に分けられます。当面の研究目標を以下に列記します。 

（１）数式コンテンツ処理 

（２）数学教育支援 

（３）無限行列固有値計算問題 

（４）マウス軌跡情報を用いた学習者の迷い抽出 

（５）語学リーディング学習促進を目的としたパーソナライゼーション 

（６）CEFR 読解指標に基づく日本語例文分類手法 

 

【 主な研究成果 】 

（１）計算機上で表現された数式データを検索したり、分類したり、あるいは数式データから情

報を取り出したり、といった処理を実現する方法を考えています。数式は、1 つの数式をい

ろいろな意味に解釈できてしまったり、分野や地域によって書き方がバラバラだったりと、

扱いにくい特徴を持っています。このため、数学はもちろん言語学などの観点からも数式を

検討し、それを基礎にして、計算機上での効果的な数式利用を実現するためのシステムを構

築しています。 

（２）数学を学ぶ上では、いろいろなことを勉強する必要があります。ある定理が成り立つ理由

を示す方法や、その定理を使って問題を解決する方法を学ぶことが大きな目的ですが、その

目的を達成するためには、証明のテクニックだけでなく、数の計算や、数式の変形について

の知識も必要です。そこで、コンピュータを使って、数学を勉強しやすくするための方法を

考えています。現在は、「証明を理解する」、「数式を変形する」という 2つのことに取り組ん

でいます。 

（３）特に特殊関数の零点計算や微分方程式の固有値問題に焦点を当て、無限行列固有値問題と

の関係について調べています。無限行列固有値問題に再定式化できる場合に、今度は近似計

算ができるのかどうか、できた場合にはさらに誤差評価式などが与えられるかどうか、など

について調査する必要があります。それらを一般化して定理の導出を試みています。 

（４）マウス軌跡情報等の履歴情報に注目し、解答時に発生する「迷い」を取得するモジュール

の開発を行っています。さらに、迷いが発生している可能性が高い履歴データを抽出するだ

けでなく、履歴データ内における迷いの発生個所の特定化を目指します。これにより、教師

インフォマティクス部門  兼担 

大量の数値情報を集約して教育に活用する 
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けでなく、履歴データ内における迷いの発生個所の特定化を目指します。これにより、教師

インフォマティクス部門  兼担 

大量の数値情報を集約して教育に活用する 
 

および学習者が履歴データに対する学習者自身の理解度をより正確に把握が可能となること

が期待されます。 

（５）リーディング学習を目的とした Web アプリケーションを開発することで、リーダビリティ

（テキストの可読性を示す尺度、値）の概念を利用して、自身の読解力に適合すると判断さ

れたテキストを学習者に提供しています。個々の学習者の学習履歴より、式に使用すべきパ

ラメータを自動予測する機能を有します。e-Learningは孤独な学習であり、ドロップアウト

率も高いことから、希望するテキストの提供を実現することで、学習者の学習継続に有効と

なることを目指します。 

（６）Can-do を表す文章（例文）を与えることで CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）中の対応

CDS の項目番号を付与する分類を，機械学習の技術を用いて行い，テキストコーパス作成を

支援します。さらに、このテキストコーパスを利用することで、レベル決定に寄与する要因

の抽出を実現させることを目指します。 

 

【 今後の展開 】 

 PCを用いて得られる情報は様々です。また、大量のデータを処理するデータ・サイエンティス

トの育成が急務であることが各所で論じられています。現在、当研究室では教育、数値解析の方

面での応用を考えていますが、将来的には、多くの異分野とコラボレーションしていくことが必

要ではないかと考えています。逆に、学際的な分野でも一般的に活用可能なデータの取得方法や

分析法などについても確立していきたいと考えています。 

 

【 学術論文・著書 】 

1) 宮崎 佳典, 長谷川 由美, 法月 健, 個人用リーダビリティ式生成による日本語学習援用環境の
構築, 日本 e-Learning学会論文誌, Vol.16, pp. 73-82 (2016). 

2) 中谷 広正, 新谷 誠, 宮崎 佳典, 松田 健, 理工系のためのベクトル解析-多変数関数の微分積
分, ISBN 978-4-489-02237-7, 東京図書 (2016). 

3) 天野 翼, 宮崎 佳典, 田中 省作, 長谷川 由美, コーパスを用いた技術英文書作成援用ツール
の開発とその評価（その 2）, 統計数理研究所共同研究リポート 382, pp. 41-52 (2017). 

4) 田中 省作, 宮崎 佳典, 徳見 道夫, 構文変化検出のための校正英文対データベースの設計と試
作, 統計数理研究所共同研究リポート 382, pp. 29-39 (2017). 

5) 谷 誠司, 宮崎 佳典, 高田 宏輝, ラッシュモデルによる CEFR (Common European Framework of 
Reference for Languages) 読解 Can-do statementsの分析：韓国人日本語学習者を対象にした自己評
価調査を基に, 常葉大学外国語学部紀要, 第 33号, pp. 61-75 (2017). 

 

【 国際会議発表件数 】 

1) SITE2016 
他４件 

 

【 国内学会発表件数 】 

・日本 e-Learning学会 2015年度学術講演会など９件 

 

【 受賞・表彰 】 

1) 進士 晃太郎, 宮崎 佳典, 行列表現を含む数式検索手法ならびに学習項目の抽出法の提案, 

情報処理学会第 79回全国大会，2017.3，学生奨励賞受賞 

2) 鈴木 竣丸, 宮崎 佳典, 長谷川 由美, 学習継続を志向したリーディング学習 Web アプリケー

ション並びに個人向け語彙リスト構築, 日本 e-Learning学会 2016年度学術講演会，2016.11，

優秀賞受賞（学生セッション） 

− 147 −



 

 

 

兼担・准教授  和田 忠浩 （WADA Tadahiro） 

情報科学専攻 （主担当：工学部 電気電子工学科及び 

大学院総合科学技術研究科工学専攻 電気電子工学コース） 

専門分野： 無線通信工学、ネットワーク工学  
e-mail address: wada.tadahiro@shizuoka.ac.jp 
homepage: http://telecom.eng.shizuoka.ac.jp/ 

 

【 研究室組織 】 

教    員：和田 忠浩 

修士課程：M2（３名）、M1（３名） 

 

【 研究目標 】 

本研究室では、イメージセンサを用いた画像処理に基づく可視光通信、流星バースト通信など、

無線通信システムの研究を実施している。 

（１）可視光通信システムの研究 

・情報画像位置の特定方式の提案：液晶表示装置を送信機とした可視光通信システムにおいて、

情報画像位置を高速に特定することは重要な課題である。本研究では、高速に情報画像位置

を特定する手法を検討する。 

・情報埋め込み手法の提案：現在、液晶表示装置を使ったデジタルサイネージが広く普及して

いる。この液晶表示装置を送信機とした可視光通信機システムでは、広告映像を遮ることな

く情報信号を映像に埋め込むこと必要がある。本研究では可視光通信における情報埋め込み

手法について検討する。 

（２）流星バースト通信の研究 

・赤道地域における流星バースト通信の検討：流星バースト通信は米国や欧州など、北半球中

緯度地域で主に利用されていた。そこで本研究では、赤道地域での流星バースト通信の有効

性について研究を行う。本年度はそのための事前調査を行う。 

 

【 主な研究成果 】  

（１）可視光通信方式による色変調による特性改善 

・情報画像位置の特定方式について、ハフ変換に基づく手法を提案した。本手法によって、通

信距離が大きい場合でも良好の性能を得られることを示した。 

・情報埋め込み手法として、ウェーブレット変換を用いた手法を提案した。主観評価および客

観評価による埋め込み性能の評価を行った。 

（２）流星バースト通信の研究 

流星バースト通信の赤道地域での実験のため、インドネシア・ガジャマダ大学およびウダヤ

ナ大学を訪問した。ガジャマダ大学において雑音特性を測定し、流星バースト通信の実験に支

障の無いことを確認した。インドネシア情報通信省と調整の上、実験局の申請を行い、許可を

得た。 

流星バースト通信・可視光通信に関する研究 

インフォマティクス部門  兼担 

− 148 −



 

 

 

兼担・准教授  和田 忠浩 （WADA Tadahiro） 

情報科学専攻 （主担当：工学部 電気電子工学科及び 

大学院総合科学技術研究科工学専攻 電気電子工学コース） 

専門分野： 無線通信工学、ネットワーク工学  
e-mail address: wada.tadahiro@shizuoka.ac.jp 
homepage: http://telecom.eng.shizuoka.ac.jp/ 

 

【 研究室組織 】 

教    員：和田 忠浩 

修士課程：M2（３名）、M1（３名） 

 

【 研究目標 】 

本研究室では、イメージセンサを用いた画像処理に基づく可視光通信、流星バースト通信など、

無線通信システムの研究を実施している。 

（１）可視光通信システムの研究 

・情報画像位置の特定方式の提案：液晶表示装置を送信機とした可視光通信システムにおいて、

情報画像位置を高速に特定することは重要な課題である。本研究では、高速に情報画像位置

を特定する手法を検討する。 

・情報埋め込み手法の提案：現在、液晶表示装置を使ったデジタルサイネージが広く普及して

いる。この液晶表示装置を送信機とした可視光通信機システムでは、広告映像を遮ることな

く情報信号を映像に埋め込むこと必要がある。本研究では可視光通信における情報埋め込み

手法について検討する。 

（２）流星バースト通信の研究 

・赤道地域における流星バースト通信の検討：流星バースト通信は米国や欧州など、北半球中

緯度地域で主に利用されていた。そこで本研究では、赤道地域での流星バースト通信の有効

性について研究を行う。本年度はそのための事前調査を行う。 

 

【 主な研究成果 】  

（１）可視光通信方式による色変調による特性改善 

・情報画像位置の特定方式について、ハフ変換に基づく手法を提案した。本手法によって、通

信距離が大きい場合でも良好の性能を得られることを示した。 

・情報埋め込み手法として、ウェーブレット変換を用いた手法を提案した。主観評価および客

観評価による埋め込み性能の評価を行った。 

（２）流星バースト通信の研究 

流星バースト通信の赤道地域での実験のため、インドネシア・ガジャマダ大学およびウダヤ

ナ大学を訪問した。ガジャマダ大学において雑音特性を測定し、流星バースト通信の実験に支

障の無いことを確認した。インドネシア情報通信省と調整の上、実験局の申請を行い、許可を

得た。 

流星バースト通信・可視光通信に関する研究 

インフォマティクス部門  兼担 

【 今後の展開 】 

（１）流星バースト通信における研究 

・インドネシアにおける実証実験を本格的に開始する。 

・FPGAによる送受信システムの実装について検討を行う。 

（２）可視光通信システムにおける研究 

・通信性能の高い情報埋め込み手法について検討する。 

・ターボ符号や LDPC符号などの高性能誤り訂正符号化技術を組み込み、高信頼化を実現する。 

 

【 国際会議発表件数 】   

・２件 

 

【 国内学会発表件数 】  

・３件 
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兼担・講師  岡田 昌也 （OKADA Masaya） 

（主担当：情報学部 行動情報学科及び 

大学院総合科学技術研究科情報学専攻 情報学コース） 

専門分野： CSCL、グループウェア、ユビキタスコンピューティング 
e-mail address: m.okada@inf.shizuoka.ac.jp 
homepage: http://lab.inf.shizuoka.ac.jp/m.okada/ 

 

【 研究室組織 】 

教    員：岡田 昌也 

学士課程：黒木 康能（情報学部 B4）、河合 眞幸（情報学部 B4） 

     

【 研究目標 】 

ユビキタスコンピューティングは、実世界と情報世界をつなぎ合わせるための要素技術の一つ

である。私は、実世界問題の解決に資する情報技術の開発を、ユビキタスコンピューティング技

術を核として進めている。具体的には、以下のように、教育、交通などのドメインを設定し、研

究を実施した。 

（１）実世界学習を高度化する、新しい学びのデザインの開発 

（２）実世界における状況推定技術の開発 

（３）自動車運転者の運転技能向上のためのユビキタスセンシング技術の開発 

 

【 主な研究成果 】 

科研費基盤研究（C）（代表者）において、“「実世界における学び方」の学習のための学習分析

方法論の開発”に取り組んだ。その結果、内部方略によって駆動される実世界学習を理解するた

めのマルチモーダル分析手法を開発した。また、共理解を成立させるための「場」の構造化・推

定手法の開発を行った。 

 

【 今後の展開 】 

実世界問題の解決に資する情報技術の創出には、人と実世界の間で交わされる相互作用の特質、

問題、限界を検討し、その改善方法を実現することが重要である。そこで、人と実世界の相互作

用の成り立ちや問題点を分析し、分析的知見を工学実装にフィードバックさせるというアプロー

チを重視して、研究を展開したい。 

 

【 学術論文・著書 】 

1) 多田 昌裕, 岡田 昌也，蓮花 一己：“装着型センサを用いた高齢運転者・自転車・歩行者の行

動特性分析”，生体医工学，Vol. 54，No. 3, pp. 129--134, 11月，2016. 

 

【 国際会議発表件数 】 

1) Masaya Okada, Yasutaka Kuroki, and Masahiro Tada: “Multimodal Method to Understand Real-world 

ユビキタスコンピューティング技術の応用 

インフォマティクス部門  兼担 
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兼担・講師  岡田 昌也 （OKADA Masaya） 

（主担当：情報学部 行動情報学科及び 

大学院総合科学技術研究科情報学専攻 情報学コース） 

専門分野： CSCL、グループウェア、ユビキタスコンピューティング 
e-mail address: m.okada@inf.shizuoka.ac.jp 
homepage: http://lab.inf.shizuoka.ac.jp/m.okada/ 

 

【 研究室組織 】 

教    員：岡田 昌也 

学士課程：黒木 康能（情報学部 B4）、河合 眞幸（情報学部 B4） 

     

【 研究目標 】 

ユビキタスコンピューティングは、実世界と情報世界をつなぎ合わせるための要素技術の一つ

である。私は、実世界問題の解決に資する情報技術の開発を、ユビキタスコンピューティング技

術を核として進めている。具体的には、以下のように、教育、交通などのドメインを設定し、研

究を実施した。 

（１）実世界学習を高度化する、新しい学びのデザインの開発 

（２）実世界における状況推定技術の開発 

（３）自動車運転者の運転技能向上のためのユビキタスセンシング技術の開発 

 

【 主な研究成果 】 

科研費基盤研究（C）（代表者）において、“「実世界における学び方」の学習のための学習分析

方法論の開発”に取り組んだ。その結果、内部方略によって駆動される実世界学習を理解するた

めのマルチモーダル分析手法を開発した。また、共理解を成立させるための「場」の構造化・推

定手法の開発を行った。 

 

【 今後の展開 】 

実世界問題の解決に資する情報技術の創出には、人と実世界の間で交わされる相互作用の特質、

問題、限界を検討し、その改善方法を実現することが重要である。そこで、人と実世界の相互作

用の成り立ちや問題点を分析し、分析的知見を工学実装にフィードバックさせるというアプロー

チを重視して、研究を展開したい。 

 

【 学術論文・著書 】 

1) 多田 昌裕, 岡田 昌也，蓮花 一己：“装着型センサを用いた高齢運転者・自転車・歩行者の行

動特性分析”，生体医工学，Vol. 54，No. 3, pp. 129--134, 11月，2016. 

 

【 国際会議発表件数 】 

1) Masaya Okada, Yasutaka Kuroki, and Masahiro Tada: “Multimodal Method to Understand Real-world 

ユビキタスコンピューティング技術の応用 

インフォマティクス部門  兼担 

Learning Driven by Internal Strategies”, Proceedings of World Conference on Educational Media and 

Technology 2016 (EdMedia2016), pp. 1242--1251, AACE, Vancouver, Canada, June 2016.（査読あり） 

 

【 国内学会発表件数 】 

1) 黒木 康能，岡田 昌也：“実世界学習におけるマルチモーダルインタラクションの構造化記述

手法に関する一検討”，2017年度人工知能学会全国大会（第 31回），名古屋，2017.5 

2) 河合 眞幸，岡田 昌也：“会話空間のセマンティクス：共理解を成立させるための「場」の構

造化・推定手法の提案”，2017年度人工知能学会全国大会（第 31回），名古屋，2017.5 

 

【 受賞・表彰 】 

1) 黒木 康能，学習奨励賞，静岡大学情報学部，2017.3 
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兼担・講師  沖田 善光 （OKITA Yoshimitsu） 

情報科学専攻 （主担当：工学部 電気電子工学科及び 

大学院総合科学技術研究科工学専攻 電気電子工学コース） 

専門分野： 生体医工学、生理人類学 
e-mail address: okita.yoshimitsu@shizuoka.ac.jp 

    
 

【 研究室組織 】  

教    員：沖田 善光 

修士課程：M1（１名） 

 

【 研究目標 】 

  当研究室では、ヒトの生理機能に関する計測システムの構築から解析ソフトの開発まで行い、

現在、その計測・解析システムを用いて機能性食品などのヒトによる生理機能の評価研究を行っ

ている。今後、あらゆる産業（例えば、ストレスを低減するための装置の開発等）から医学診断

の広い範囲にわたり応用できるヒトの計測・解析システムの開発研究を進める。当面の研究目標

を以下に列記する。 

（１）機能性食品によるヒトの生理機能の計測・解析システムに関する基礎的研究 

（２）運動方向におけるワーキングメモリーに関する基礎的研究 

（３）疲労からくるストレス計測・解析に関する研究 

（４）食品に含まれる機能性成分の分析方法に関する研究 

 

【 主な研究成果 】 

（１）ダイナミック疑似心電図の生体シミュレーションソフトウェアの開発の試み 

本開発したソフトウェアは、3 つの連立常微分方程式からなる疑似心電図モデル（PQRST サ

イクル形態を含む）を使用して任意の心電図波形の生成、既知の心拍変動性（HRV : Heart Rate 

Variability）リズムをパワースペクトル特性から信号生成、さらに疑似心電図波形と心拍変

動性リズムを組み合わせてシミュレーションすることにより、心臓の疾病・異常及び自律神経

活動の影響を検討することが可能であった。HRV の機能には、呼吸洞性不整脈（RSA： 

Respiratory Sinus Arrhythmia）の影響を含めた高周波成分（HF：High Frequency)及びメイ

ヤー波（10秒周期のゆらぎ成分）の影響を含めた低周波成分（LF : Low Frequency）に対して

任意のパラメータ設定により、これらの全成分による自律神経活動の影響も検討することが可

能である。このダイナミック疑似心電図モデルによる生体シミュレーションソフトウェアは、

機能性食品における自律神経活動の影響を調べるために、最適な生体信号処理による方法を検

討する上で重要なツールとなった。 

 

【 今後の展開 】 

 当研究室では、上記のようにヒトの生理機能の計測･解析ソフトの開発を行い、新しい分子生物

学的な測定手法を取り入れて、機能性食品によるヒトのミクロな生理機能（リン脂質、DNA レベ

ヒトの生理機能の計測・解析 

インフォマティクス部門  兼担 
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兼担・講師  沖田 善光 （OKITA Yoshimitsu） 

情報科学専攻 （主担当：工学部 電気電子工学科及び 

大学院総合科学技術研究科工学専攻 電気電子工学コース） 

専門分野： 生体医工学、生理人類学 
e-mail address: okita.yoshimitsu@shizuoka.ac.jp 

    
 

【 研究室組織 】  

教    員：沖田 善光 

修士課程：M1（１名） 

 

【 研究目標 】 

  当研究室では、ヒトの生理機能に関する計測システムの構築から解析ソフトの開発まで行い、
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インフォマティクス部門  兼担 

ルの損傷、抗酸化作用の測定等）とマクロな生理機能（中枢神経系･自律神経系の測定などによる
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【 学術論文・著書 】  

 1) Comparison between Fast Fourier Transform and Autoregressive Model on Analysis of Autonomic 

Nervous Function after Food Intake in Women, (K.Ohara, Y.Okita, K.Kouda, H.Nakamura), Health, 

Vol.8, 567-574 (2016) 

 2) Relationship among Eating Behavior, Effortful Control, and Working Memory in Female Young 

Adults, (K.Momoi, K.Ohara, Y.Okita, T.Mase, C.Miyawaki, T.Fujitani, H.Nakamura), Health, Vol.8, 

1187-1194 (2016) 

 3) Relationship among Eating Behavior, Effortful Control, and Personality Traits in Japanese Students: 

Cross-sectional Study, (K.Momoi, K.Ohara, K.Kouda, T.Mase, C.Miyawaki, T.Fujitani, Y.Okita, 

R.Murayama, H.Nakamura), British Journal of Medicine & Medical Research, Vol.18, No.8, 1-9 (2016) 
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兼担・助教  石川 翔吾 （ISHIKAWA Shogo） 

情報科学専攻 （主担当：情報学部 情報科学科及び 

大学院総合科学技術研究科情報学専攻 情報学コース） 

専門分野： 認知症情報学、人工知能、ヒューマンインタフェース 
e-mail address: ishikawa-s@inf.shizuoka.ac.jp 
homepage: http://www.takebay.net/ 
 

【 研究室組織 】 

教    員：石川 翔吾 

 

【 研究目標 】 

  情報学、人工知能学を活用して、少子高齢社会における社会的課題、特に認知症の課題を中心

的テーマとして取り組んでいる。介護現場は閉鎖的で、認知症の人の精神症状に有効な「認知症

ケア（コミュニケーション）」を評価することが難しく、形式知化されていないのが現状である。

我々は、人工知能技術を活用することで、認知症支援における有効性を示すエビデンスを創出し、

認知症ケアを高度化するための研究開発を進めている。 

（１）認知症ケアのエビデンスの創出：認知症の人とのかかわりに有効である認知症ケア（コミ

ュニケーション）プロセスを評価する仕組みを開発する。 

（２）認知症ケアのエビデンス利用環境の設計：認知症ケアのスキルを組織ぐるみで学ぶための

学習環境を構築し、その有効性を検証する。 

（３）認知症の状態表現モデルの設計：認知症の「状態」理解のための見立て学習環境の設計と

見立て「知」を構築する。 

 

【 主な研究成果 】 

（１）認知症ケア評価システムの開発と感情モデルに基づくケアの評価 

認知症ケアの技法であるユマニ

チュード（マルチモーダルコミュニ

ケーション技法）の専門家と共同で、

ケア評価のための情報モデルを設

計し、認知症ケアを評価するための

認知症ケア分析システムを開発し

た（図１）。熟達者と初学者のスキ

ルの違いが認知症の人の情動反応

に影響があることが示された。 

（２）認知症ケアスキルの学習環境構

築と実証評価 

認知症ケアスキルを学ぶための映像コーチングシステムをデジタルセンセーション社と共

同開発し、病院で実証評価実験を実施した。構築した学習環境は、認知症ケアスキルの向上を

実現させ、さらには、組織ぐるみで学ぶための基盤になることが示された。 

図１．認知症ケア分析システム 

インフォマティクス部門  兼担 

認知症情報学によるエビデンスの創出と利用 
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認知症情報学によるエビデンスの創出と利用 
 

（３）認知症の見立て学習環境の設計と実証評価 

なぜ認知症の状態になったのかを分析すること（認知症の見立て）は、認知症ケアの高度化

につながる。さまざまな認知症によって生じる行動を精神医学の観点から解釈するスキルを学

ぶための学習環境を構築した。地域での活動において半年間の実証実験を進めた結果、構築し

た学習環境が見立ての学習に有効で、見立て「知」の構築につながることが示された。 

 

【 今後の展開 】 

 日本は高齢化で世界を先導している。未成熟な学問領域だからこそ、さまざまな領域の知恵や

経験を総動員する必要がある。情報学・人工知能学を駆使し、当事者、家族を含めた異分野間の

多面的コラボレーションを通じてエビデンスを蓄積し、上述した（１）、（２）、（３）の研究を進

めることで Evidence-based 認知症ケアの研究を展開したい。 

 

【 学術論文・著書 】 

1) 柴田健一, 石川翔吾, 玉井顯, 竹林洋一 “介護関係者の多視点観察情報に基づく認知症評価シス

テム”, ヒューマンインタフェース学会論文誌, Vol.19, No.1, pp.41-50 (2017). 

 

【 解説・特集等 】 

1) 石川翔吾，竹林洋一：エビデンスを生み出す認知症情報学－情動理解基盤技術とコミュニケー

ション支援－，人工知能学会誌，Vol.32, No.1, pp.103-110 (2017). 

 

【 国際会議発表件数 】 

1) Omata, A., Sakane, Y., Ishikawa, S., Honda, M., Ito, M. and Takebayashi, Y.: Constructing a video-based 

remote coaching platform to develop professional skills in dementia care, The 10th World Conference of 

Gerontechnology, (2016.9). 

2) Nakazawa, A., Okino, Y., Honda, M., Ishikawa, S., Matsumoto, A., Takebayashi, Y. and Nishida, T.: 

Evaluation of face-to-face communication skills for people with dementia using a head-mounted system, 

3rd International Workshop on Pattern Recognition for Healthcare Analytics, (2016.12). 

 

【 国内学会発表件数 】 

・人工知能学会、子ども学会、情報処理学会 高齢社会デザイン研究会など１６件 

 

【 招待講演件数 】 
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【 受賞・表彰 】 

1) 情報処理学会山下記念研究賞（2016）「介護映像に基づくマルチモーダル・チーム・インタラ
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